
第
九
項
　
自
力
と
三
心
の
関
係

隆
寛
の
他
力
思
想
を
も
う
少
し
明
確
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
他
力
の
対
照
で
あ
る
自
力
に
つ
い
て
の
隆

寛
の
考
え
方
を
整
理
し
て
み
た
い
。

隆
寛
は
同
じ
念
仏
で
も
自
力
を
励
ま
し
て
す
る
の
は
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
。
他
力
の
念
仏

は
繰
り
返
し
に
な
る
が
他
力
に
帰
す
こ
と
が
真
実
心
で
あ
り
、
本
願
を
疑
わ
な
い
か
ら
深
心
で
あ
り
、
往
生

を
求
め
る
た
め
に
他
力
に
す
が
る
の
で
あ
る
か
ら
自
ず
と
三
心
具
足
の
念
仏
と
な
る
と
い
う
理
論
で
あ
る
。

隆
寛
の
言
う
自
力
の
念
仏
と
は
三
心
が
具
足
し
て
い
な
い
の
で
、
三
心
に
よ
り
往
生
の
可
否
を
う
ま
く
説
明

で
き
る
。

自
力
の
定
義
は
『
自
力
他
力
事
』
に
よ
れ
ば
身
口
意
の
三
業
を
整
え
て
、

念
仏
ス
ル
モ
ノ
ハ
コ
ノ
念
仏
ノ
力
ニ
テ
。
ヨ
ロ
ヅ
ノ
ツ
ミ
ヲ
ノ
ゾ
キ
ウ
シ
ナ
ヒ
テ
。
極
楽
ヘ
必

マ
イ
ル
ゾ
ト
思
ヒ
タ
ル
人
ヲ
自
力
ノ
行
ト
イ
フ
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
は
い
わ
ゆ
る
辺
地
往
生
で
き
る
が
本
土
へ
往
生
で
き
な
い
と
言
う
。
し
か
し
自
力

疑
心
の
罪
を
償
え
ば
正
し
く
往
生
で
き
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
き
ち
ん
と
身
口
意
の
三
業
を
整
え
ら
れ

る
よ
う
な
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
本
願
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。



法然上人門下の安心論

（『
続
浄
』
九
、
三
一
頁
）



『
閑
亭
後
世
物
語
』
巻
上
に
よ
れ
ば
自
力
と
は
本
願
の
名
号
を
称
え
な
が
ら

我
身
を
つ
く
ろ
ひ
我
心
を
調
。
戒
を
持
。
斎
を
し
。
身
を
せ
め
心
を
く
だ
き
て
。
通
夜
終
日
に

頭
の
燃
を
掃
が
如
に
励
て
こ
そ
。
本
願
に
も
叶
は
め
と
思
て
。
念
仏
申
す

こ
と
を
言
う
。
ま
た
『
同
書
』
巻
下
に
、

た
と
ひ
本
願
有
と
も
。
我
身
も
悪
し
く
。
我
心
も
あ
し
く
勤
ゆ
る
く
て
は
。
争
仏
も
迎
へ
給
ふ

べ
き
。
偏
に
我
力
を
励
ま
し
て
申
す
念
仏
は
自
力
也
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
往
生
で
き
な
い
念
仏
を
四
種
挙
げ
、
そ
の
第
一
番
目
に
自
力
の
念
仏
を
置
き
「
本
願
不

思
議
な
れ
ば
。
必
ず
往
生
す
べ
し
」
と
思
え
ば
他
力
の
念
仏
と
な
り
往
生
で
き
る
と
言
う
（『
同
書
』
九
、
五

三
頁
）。

こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
、
た
と
え
本
願
と
は
言
っ
て
も
自
分
を
励
ま
し
て
心
身
を
整
え
て
念
仏
し
な
け
れ
ば

往
生
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
の
が
、
共
通
し
た
自
力
の
定
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
本
願
を
疑
う
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
う
。
例
え
ば
先
の
辺
地
往
生
に
つ
い
て
隆
寛
は
「
皆
是
不
三

発
二

三
心
一

生
二

辺
地
一

相

也
」（『
隆
全
』
一
、
一
○
九
頁
）
と
三
心
を
発
さ
な
い
か
ら
本
土
に
往
生
で
き
な
い
と
す
る
よ
う
に
、
三
心



（『
続
浄
』
九
、
四
三
頁
）

（『
同
書
』
九
、
四
九
頁
上
）



具
足
を
強
調
し
て
い
る
。
自
力
他
力
と
三
心
の
関
係
が
最
も
明
確
に
現
れ
て
い
る
文
は
『
具
三
心
義
』
巻
下

に
あ
る
。

正
行ニ

具コ
ト
ハ

三
心ヲ
一

其
理
必
然
就
二

雑
行
一

案ル
ニ

之ヲ
一

自
利
真
実ノ

中ノ

余
行
又
具
二

コ
ト

三
心ヲ
一

無シ

疑
一

唯
所
嫌
一

者
未
発
真
実
心ヲ
一

時ノ

自
力
之
行
也
深
心
之
中ニ

云
二

若
行
後
雑
行
回
向
得
生ト
一

此
即
指ス
二

上ノ

自
利
真
実ノ

中ノ

余
行ヲ
一

也
回
向シ

タ
ル

他
力ニ
一

之
時ニ

ハ

諸
行
皆
帰シ

テ

本
願ニ
一

無シ
三

不
二

往
生
一

と
い
う
よ
う
に
真
実
心
を
発
さ
な
い
と
き
を
自
力
の
行
と
言
い
、
諸
行
を
他
力
に
回
向
し
た
と
き
に
往
生
疑

い
な
し
と
言
う
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
三
心
の
具
足
し
て
い
な
い
行
を
自
力
の
行
と
言
い
、
三
心
具
足
の
行

を
他
力
の
行
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
十
項
　
ま
と
め

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
隆
寛
は
三
心
具
足
の
念
仏
を
本
願
の
念
仏
と
言
い
、
あ
る
い
は
他
力
の
念
仏
と

言
う
よ
う
に
往
生
の
正
因
と
し
て
の
三
心
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
三
福
を
修
し
て
い
る
人
を
本
願
行

に
回
入
え
に
ゅ
う

さ
せ
る
た
め
に
三
心
が
説
か
れ
た
と
し
て
、
本
願
行
以
外
を
修
し
て
い
る
人
も
三
心
を
発
す
こ
と
で

往
生
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
隆
寛
が
長
い
間
勉
強
し
て
き
た
天
台
や
他
の
行
を
土
台
に
し
て
回
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（『
法
然
門
下
の
数
学
』

附
録
一
五
二
頁
）


